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『
管
子
』
の
書
の
世
界
は
、
「
物
」
の
世
界
と
、
「
気
」
の
世
界
の
こ
と
を
行

き
来
し
な
が
ら
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
現
実
の
目
に
見
え
る
世
界
で

あ
り
、
後
者
は
形
而
上
の
世
界
で
あ
り
、
常
人
の
感
覚
で
は
と
ら
え
る
こ
と
の

不
可
能
な
世
界
で
あ
る
。
『
管
子
』
で
は
、
こ
の
二
つ
の
世
界
を
見
す
え
、
そ
の

両
方
に
対
応
し
、
そ
れ
ら
を
統
一
的
に
治
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
聖

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

一
一

は
じ
め
に

聖
人
と
気
の
世
界

一

気
の
動
静
と
聖
人
の
治

Ｈ
動
静

口
四
時

日
君
道

物
の
世
界
と
聖
人

Ｈ
「
物
」
の
生
成

口
「
気
」
の
修
正

日
元
気
ｌ
水
と
万
物

お
わ
り
に

注

ｌ
『
管
子
』
の
い
わ
ゆ
る
〃
元
気
〃
追
求
に
ち
な
ん
で
Ｉ

人
」
の
姿
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
こ
の
聖
人
の
言
動
は
、
西
暦
紀
元
前
七
世
紀
、

春
秋
時
代
、
斉
の
名
宰
相
と
し
て
名
高
い
管
仲
の
こ
と
に
仮
託
し
て
、
そ
の
こ

と
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

見
え
る
世
界
と
、
見
え
な
い
世
界
の
、
そ
の
両
方
を
通
じ
て
治
め
る
秘
訣
に

つ
い
て
、
例
え
ば
聖
人
は
、
「
形
と
し
て
人
に
知
ら
れ
な
い
天
の
道
に
し
た
が
う

の
が
よ
い
」
（
『
管
子
』
巻
第
一
形
勢
第
二
）
と
い
い
、
し
ば
し
ば
「
今
を
疑

う
も
の
は
、
こ
れ
も
古
え
に
察
し
、
来
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
性
に
見

る
。
万
事
の
生
ず
る
や
、
趣
き
を
異
に
し
て
、
帰
を
同
じ
く
す
る
こ
と
、
古
今

一
な
り
」
（
『
管
子
』
巻
第
一
形
勢
第
二
）
と
い
っ
て
い
る
。
形
が
な
く
、
人

に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
天
の
道
に
し
た
が
う
こ
と
と
、
眼
の
前
に
生
起
す
る

現
実
の
あ
り
方
、
そ
こ
に
古
今
を
通
じ
て
の
事
理
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
し
た

が
、
う
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
方
法
が
、
聖
人
の
な
か
で
は
、
統
一
的
に
と
ら
え
ら

れ
、
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
、
『
管
子
』
の
書
の

な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
世
界
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
史
的
状
況
の
反
映
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
『
管
子
』
の
書
の

述
べ
る
と
こ
ろ
を
、
分
析
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
依
拠
し
た
『
管
子
』

の
本
文
は
、
安
井
息
軒
の
『
管
子
纂
詰
』
本
で
あ
り
、
注
解
は
、
こ
の
『
慕
詰
』

久
富
木
成
大

二

九
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㈲
動
静

『
管
子
』
の
な
か
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
〃
動
〃
・
〃
静
〃
、
あ
る
い
は
ま

た
〃
動
静
″
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で

主
め
ブ
タ
。
○
天
時
不
群
な
れ
ば
水
旱
あ
り
、
地
道
宜
か
ら
ざ
れ
ば
飢
饅
あ
り
。
人
道
不

順
な
れ
ば
鯛
凱
あ
り
。
此
の
三
者
の
來
る
や
、
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
こ
れ

を
召
（
よ
）
ぶ
な
り
。
曰
く
、
時
を
審
ら
か
に
し
て
事
を
塞
げ
、
事
を
以

て
民
を
動
か
し
、
民
を
以
て
國
を
動
か
し
、
國
を
以
て
天
下
を
動
か
す
。

天
下
動
い
て
、
然
る
後
に
功
名
成
す
べ
き
な
り
。
（
天
時
不
鮮
、
則
有
水
旱
、

地
道
不
宜
、
則
有
飢
饅
、
人
道
不
順
、
則
有
禰
凱
、
此
三
者
之
來
也
、
政

召
之
、
日
審
時
以
翠
事
、
以
事
動
民
、
以
民
動
國
、
以
國
動
天
下
、
天
下

動
、
然
後
功
名
可
成
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
三
五
輔
第
十
）

冒
頭
、
天
時
と
水
旱
、
こ
と
に
そ
の
〃
水
″
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
後
々
に
問
題
に
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
「
時
を
審
ら

か
に
す
る
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
唐
の
尹
知
章
は
こ

こ
に
注
を
加
え
て
、
「
時
と
は
則
ち
、
天
群
・
地
宜
・
人
順
の
時
な
り
。
そ
の
時

①

を
得
れ
ば
、
則
ち
事
な
る
べ
し
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
天
・
地
・
人
に
逆

ら
、
う
こ
と
な
く
、
い
う
な
れ
ば
、
仮
に
そ
れ
ら
に
意
志
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
意
志
に
そ
う
よ
う
な
か
た
ち
で
行
動
し
た
と
き
に
の
み
、
天
下
が
動
き
、
も

と
、
唐
の
尹
知
章
の
注
を
と
り
入
れ
た
、
清
の
戴
望
の
『
管
子
校
正
』
と
に
、

主
と
し
て
よ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

一
気
の
動
静
と
聖
人
の
治

の
ご
と
が
う
ま
く
い
く
の
で
あ
る
と
い
、
フ
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
い
、
フ
「
天
下

動
く
」
の
「
動
く
」
は
、
引
用
文
に
お
け
る
、
「
事
を
以
て
民
を
動
か
し
、
民
を

以
て
国
を
動
か
し
、
国
を
以
て
天
下
を
動
か
す
」
と
い
う
と
き
の
「
動
く
」
と

は
、
同
じ
で
は
な
い
。
同
じ
「
動
」
と
い
う
文
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
な
が
ら
、
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
天
下
動
く
」
に
は
人

間
の
意
志
を
超
え
て
「
動
」
く
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
、
他
の
三
例
は
い
ず

れ
も
、
人
間
の
意
志
に
よ
っ
て
「
動
か
す
」
と
い
う
意
味
あ
い
が
濃
い
。
こ
の

こ
と
は
ま
た
、
「
動
」
の
字
の
文
法
上
の
働
き
に
よ
っ
て
も
説
明
で
き
よ
う
。
「
天

下
動
く
」
の
方
は
自
動
詞
で
あ
り
、
主
語
と
し
て
の
「
天
下
」
が
動
く
の
で
あ

り
、
他
の
三
例
の
「
動
」
は
他
動
詞
で
あ
っ
て
、
、
王
語
の
主
君
が
、
目
的
語
で

あ
る
「
民
」
・
「
国
」
・
「
天
下
」
を
動
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
天
下
動

く
」
の
場
合
、
文
脈
上
は
「
天
下
」
が
動
く
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
は
現
象

上
そ
、
フ
し
た
か
た
ち
を
と
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
動
く
」
こ
と
に
は
、

さ
ら
に
別
の
力
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ

る
が
、
こ
こ
で
我
々
が
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
の
「
動
」
で
あ

り
、
「
静
」
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
、
こ
う
し
た
「
動
」
に
つ

い
て
見
て
い
き
た
い
。

○
聖
人
は
徳
を
上
に
し
て
功
を
下
に
す
。
…
：
・
徳
と
謂
ふ
所
以
の
も
の
は
、

動
か
ず
し
て
疾
く
、
相
告
げ
ず
し
て
知
り
、
爲
さ
ず
し
て
成
し
、
召
さ
ず

し
て
至
る
。
是
徳
な
り
。
故
に
天
は
動
か
ず
し
て
四
時
下
に
云
（
め
）
ぐ

り
、
萬
物
化
し
、
君
は
動
か
ず
し
て
政
令
下
に
陳
し
て
、
萬
功
成
り
、
心

動
か
ず
し
て
四
肢
耳
目
を
使
ひ
て
、
萬
物
情
あ
り
。
（
聖
人
上
徳
而
下
功

…
：
．
所
以
謂
徳
者
、
不
動
而
疾
、
不
相
告
而
知
、
不
爲
而
成
、
不
召
而
至
、

是
徳
也
、
故
天
不
動
、
四
時
下
云
、
而
萬
物
化
、
君
不
動
、
政
令
陳
下
、

三

○



208

而
萬
功
成
、
心
不
動
、
使
四
肢
耳
目
、
而
萬
物
情
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
戒
第

二
十
六
）

こ
こ
で
は
、
「
動
」
の
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
の
「
不
動
」
を
と
り
あ
げ
、
そ

れ
を
聖
人
の
行
為
に
こ
と
よ
せ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

実
は
、
聖
人
は
こ
の
「
不
動
」
と
い
う
あ
り
方
の
な
か
で
、
非
常
に
多
く
の
こ

と
を
自
然
に
成
し
と
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
ま
を
比
嚥
的
に
え
が
い
て

い
る
の
が
、
「
天
は
動
か
ず
し
て
四
時
下
に
め
ぐ
り
、
万
物
化
し
、
君
は
動
か
ず

し
て
政
令
下
に
陳
し
て
、
万
功
成
り
、
心
動
か
ず
し
て
四
肢
耳
目
を
使
ひ
て
、

万
物
情
あ
り
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
不
動
」
と
い
う
あ
り
方
が
、

数
多
く
の
「
動
」
を
、
い
わ
ば
誘
い
出
し
て
い
る
さ
ま
が
え
が
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
、
「
四
時
の
め
ぐ
り
」
・
「
万
物
の
化
」
・
「
政
令
下
に
陳
す
る
」
・
「
万
功

成
り
」
・
「
万
物
情
あ
り
」
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
誘
い
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
ま
た
、
動
作
や
そ
の
結
果
を
ふ
く
む
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
「
動
」
に

属
す
る
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
「
不
動
」
と
い
う
こ
と

が
、
「
動
」
を
、
い
わ
ば
生
み
出
す
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
右
の
引
用
文
で
は
の
べ
て
い
る
と
い
、
う
こ
と
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ
る
、
フ
。

こ
の
よ
う
な
「
不
動
」
と
い
う
こ
と
は
、
『
管
子
』
の
な
か
で
は
、
「
静
」
と
い

う
表
現
で
、
「
動
」
と
対
応
し
て
使
用
さ
れ
て
も
い
る
。

○
明
君
は
檀
（
ほ
し
い
ま
ま
）
に
す
る
所
を
知
り
、
患
ふ
る
所
を
知
る
。
國

治
り
て
民
積
む
を
務
む
る
は
、
此
れ
い
は
ゆ
る
檀
な
り
。
動
と
靜
と
は
、

此
れ
患
ふ
る
所
た
り
。
是
の
故
に
明
君
は
、
そ
の
檀
に
す
る
所
を
審
に
し

て
、
其
の
患
ふ
る
所
に
備
ふ
る
な
り
。
（
明
君
知
所
檀
、
知
所
患
、
國
治
而

民
務
積
、
此
所
謂
檀
也
、
動
與
靜
、
此
所
患
也
、
是
故
明
君
審
其
所
檀
、

以
備
其
所
患
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
六
法
法
第
十
六
）

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

右
の
引
用
文
に
お
け
る
「
動
」
と
「
静
」
と
に
つ
い
て
、
尹
知
章
の
注
に
「
動

②
③

静
の
宜
し
き
を
失
へ
ば
、
則
ち
患
ひ
生
ず
る
な
り
」
と
あ
り
、
安
井
息
軒
は
「
天

下
の
動
と
静
と
に
至
り
て
は
、
則
ち
諸
侯
の
な
す
所
に
よ
れ
ば
、
人
君
は
こ
れ

を
い
か
ん
と
も
す
る
な
き
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
る
よ
う
に
、

「
動
」
と
「
静
」
が
あ
る
べ
き
状
態
を
失
へ
ば
、
患
い
の
た
れ
と
な
る
の
で
あ

り
、
王
自
身
が
「
動
」
・
「
静
」
を
正
し
く
守
っ
た
に
し
て
も
、
現
実
の
政
治
の

現
場
を
つ
か
さ
ど
る
、
地
方
の
諸
侯
た
ち
が
そ
れ
を
失
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
患
い
を
、
王
と
い
え
ど
も
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
下
の
あ
る
じ
で

あ
る
王
で
さ
え
も
、
左
右
し
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
「
動
」
・
「
静
」

に
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
人
為
を
こ
え
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
動
」
と
「
静
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。

○
夫
れ
紳
聖
は
、
天
下
の
形
を
硯
て
動
靜
の
時
を
知
り
、
先
後
の
穂
を
硯
て

禍
輻
の
門
を
知
る
。
彊
國
衆
け
れ
ば
、
先
ず
塞
ぐ
る
者
は
危
く
、
後
に
筆

ぐ
る
者
は
利
あ
り
。
彊
國
少
な
け
れ
ば
、
先
ず
塞
ぐ
る
者
は
王
、
後
に
筆

ぐ
る
者
は
亡
ぶ
。
戦
國
衆
け
れ
ば
、
後
翠
は
以
て
覇
た
る
べ
し
。
戦
國
少

な
け
れ
ば
、
先
翠
は
以
て
王
た
る
べ
し
。
（
夫
榊
聖
、
硯
天
下
之
形
、
知
動

靜
之
時
、
硯
先
後
之
構
、
知
蝸
幅
之
門
、
彊
國
衆
、
先
翠
者
危
、
後
筆
者

利
、
彊
國
少
、
先
筆
者
王
、
後
翠
者
亡
、
戦
國
衆
、
後
翠
可
以
覇
、
戦
國

少
、
先
翠
可
以
王
Ｉ
『
管
子
』
巻
九
覇
言
第
二
十
三
）

「
動
静
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
戦
争
の
こ
と
に
局
限
し
て
の
べ
て
い

る
。
「
動
」
と
は
、
敵
国
に
先
が
け
て
挙
兵
し
、
攻
め
る
こ
と
を
さ
し
、
「
静
」

と
は
、
敵
の
動
き
を
よ
く
見
き
わ
め
、
い
わ
ば
防
衛
の
軍
と
し
て
立
ち
あ
が
り
、

敵
軍
の
動
き
に
対
応
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
う
し
た
「
動
」
・
「
静
」
は
、
意
識

一
一
一
一
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的
な
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
国
際
関
係
か
ら
、
自
然
に
生
じ
て
く
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
微
妙
な
「
動
」
・
「
静
」
の
時
は
、
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
人
間

の
知
り
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
人
智
を
超
え
た
存
在
と
し

て
「
神
聖
」
、
つ
ま
り
神
や
聖
人
に
し
て
、
初
め
て
そ
の
時
を
認
識
し
う
る
の
だ

と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
な
こ
と
は
、
ま
た
、

つ
ぎ
の
よ
、
７
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

○
明
主
の
動
靜
は
理
義
を
得
、
號
令
民
心
に
順
ひ
、
詠
殺
其
罪
に
當
り
、
賞

賜
そ
の
功
に
當
る
。
（
明
主
之
動
靜
、
得
理
義
、
號
令
順
民
心
、
詠
殺
當
其

罪
、
賞
賜
當
其
功
Ｉ
『
管
子
』
巻
二
十
形
勢
解
第
六
十
四
）

凡
庸
の
主
で
は
な
く
、
明
主
、
つ
ま
り
聖
明
の
主
君
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
政

治
が
、
理
義
に
か
な
っ
た
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
聖
明
の
主
の

動
静
が
、
理
義
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
こ
で
は

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
み
で
、
こ
の
よ
う
に
理
義
そ
の
も
の
と

も
い
え
る
よ
う
な
「
動
」
・
「
静
」
は
、
聖
人
以
外
の
一
般
通
常
の
人
間
に
は
捉

え
、
認
識
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
の
由
っ
て
く

る
と
こ
ろ
を
、
『
管
子
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

○
天
地
は
夫
の
碑
の
動
く
ご
と
く
、
化
鍵
す
る
者
な
り
。
天
地
の
極
な
り
。

能
く
化
と
起
こ
る
。
而
し
て
王
も
ち
ふ
れ
ば
、
則
ち
以
て
道
山
（
く
つ
）

す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
天
地
若
夫
紳
之
動
、
化
鍵
者
也
、
天
地
之
極
也
、

能
與
化
起
、
而
王
用
、
則
不
可
以
道
山
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
二
侈
塵
第

三
十
五
）

「
動
」
・
「
静
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
天
地
の
「
化

変
」
、
つ
ま
り
変
化
の
現
象
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
単
に
眼
前
の
感
覚
で
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
現
象
の
世
界
の
こ
と
ば

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

か
り
で
は
な
い
。
微
妙
で
、
常
人
の
感
覚
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
部
分
を
も
含

む
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
部
分
こ
そ
が
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
・
右
の
引
用
文
で
は
そ
の
こ
と
を
、
「
天
地
の
変
化
は
、
神
の
動

作
が
変
化
し
て
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
動
」
・
「
静
」
の
本
質
的
な
部
分
に
は
、
常
人
の
感
覚
で

は
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
も
っ
と
つ
き
つ
め
て
、
そ
の
よ
、
フ
な
天

地
の
変
化
の
本
質
的
な
部
分
と
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と

を
『
管
子
』
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

○
請
ひ
問
ふ
、
形
は
時
あ
り
て
鍵
ず
る
か
、
と
。
對
へ
て
曰
く
、
陰
陽
の
分

定
ま
れ
ば
、
則
ち
甘
苦
の
草
生
ず
。
其
の
宜
し
き
に
從
へ
ば
、
則
ち
酸
鰔

和
し
、
而
し
て
形
色
定
り
、
以
て
聲
樂
と
な
る
。
夫
れ
陰
陽
進
退
滿
虚
は

時
な
し
。
其
散
合
以
て
歳
を
硯
る
べ
し
。
唯
だ
聖
人
は
歳
を
爲
ら
ず
。
能

く
滿
虚
を
知
る
の
み
。
…
…
且
つ
夫
れ
天
地
の
精
氣
に
五
あ
り
。
…
…
其

れ
亟
り
て
反
る
、
…
…
此
れ
形
の
時
鍵
な
り
、
と
。
（
請
問
、
形
有
時
而
鍵

乎
、
對
日
、
陰
陽
之
分
定
、
則
甘
苦
之
草
生
也
、
從
其
宜
、
則
酸
鰔
和
焉
、

而
形
色
定
焉
、
以
爲
聲
樂
、
夫
陰
陽
進
退
滿
虚
亡
時
、
其
散
合
可
以
覗
歳
、

唯
聖
人
不
爲
歳
、
能
知
滿
虚
、
…
…
且
夫
天
地
精
氣
有
五
、
．
…
：
其
亟
而

反
、
…
…
此
形
之
時
鍵
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
二
侈
摩
第
三
十
五
）

こ
れ
は
斉
の
桓
公
が
管
仲
に
対
し
て
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
管
仲
が
答
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
我
々
が
注
目
し
た
い
の
は
、
「
形
」
の
変
化
の
背
後
に
、

④

陰
陽
五
行
の
気
の
、
「
進
退
満
虚
」
あ
る
い
は
「
き
わ
ま
り
て
反
る
」
と
い
》
７
動

き
が
あ
る
と
す
る
管
仲
の
答
え
で
あ
る
。
こ
の
「
気
」
の
動
き
こ
そ
が
「
形
」
、

つ
ま
り
現
象
の
世
界
の
「
動
」
・
「
静
」
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
と
、
管
仲
は

い
、
フ
の
で
あ
る
。

一
一
一
一
一
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我
々
は
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
大
は
天
地
よ
り
し
て
、
小
は
万
物
の
す
べ
て
に
、

「
動
」
・
「
静
」
つ
ま
り
変
化
の
あ
る
こ
と
を
、
『
管
子
』
の
記
述
を
引
き
な
が
ら

見
て
き
た
。
「
動
」
・
「
静
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
象
の
世
界
の
も
の
ば
か
り

で
は
な
く
、
万
物
の
「
形
」
の
背
後
に
あ
っ
て
、
常
人
の
感
覚
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
あ
る
「
気
」
の
運
動
の
方
が
、
よ
り
本
質
的
な
も
の
と
し
て
、
『
管
子
』
の

な
か
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
、
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

口
四
時

こ
こ
で
は
、
し
ば
ら
く
感
覚
の
世
界
、
つ
ま
り
天
地
万
物
の
「
動
」
・
「
静
」

の
具
体
的
な
も
の
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
変

動
の
本
質
を
も
問
題
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
先
ず
、
四
時
に
つ
い
て

の
く
る
こ
と
に
し
た
い
。

○
管
子
曰
く
、
令
は
時
あ
り
。
時
な
け
れ
ば
則
ち
必
ら
ず
天
の
來
る
ゆ
え
ん

に
覗
順
す
。
五
漫
漫
、
六
憎
憎
、
執
か
こ
れ
を
知
ら
ん
や
。
唯
だ
聖
人
は

四
時
を
知
る
。
（
管
子
日
、
令
有
時
、
無
時
、
則
必
覗
順
、
天
之
所
以
来
、

五
漫
漫
、
六
憎
悟
、
執
知
之
哉
、
唯
聖
人
知
四
時
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四
四

時
第
四
十
）

四
時
、
つ
ま
り
春
夏
秋
冬
は
、
こ
こ
で
は
、
「
五
漫
漫
」
、
あ
る
い
は
「
六
憎

憎
」
の
働
き
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
五
漫
漫
」

と
は
、
木
火
土
金
水
の
五
行
の
気
の
は
て
し
な
く
無
限
に
ひ
ろ
が
る
働
き
を
い

⑤

い
、
「
六
憎
憎
」
と
は
、
六
気
、
つ
ま
り
陰
陽
風
雨
晦
明
の
気
の
、
人
に
知
ら
れ

に
く
い
働
き
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
四
時
の
変
化
の
根
源
に

あ
る
と
見
ら
れ
る
気
の
動
き
は
、
こ
の
よ
う
に
「
漫
」
「
憎
」
と
形
容
さ
れ
る
よ

う
に
、
常
人
の
感
覚
で
こ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ

く
す
る
の
は
、
こ
こ
に
も
い
、
フ
よ
う
に
、
聖
人
の
み
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
も
注
目
し
た
い
。

○
四
時
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
國
の
基
を
失
ふ
。
五
稽
の
故
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

國
家
す
な
は
ち
路
（
つ
か
）
る
。
故
に
天
を
信
明
と
日
ひ
、
地
を
信
聖
と

日
ひ
、
四
時
を
正
と
日
ふ
。
（
不
知
四
時
、
乃
失
國
之
基
、
不
知
五
稽
之
故
、

國
家
乃
路
、
故
天
日
信
明
、
地
日
信
聖
、
四
時
日
正
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四

四
時
第
四
十
）

こ
こ
で
い
う
「
四
時
を
知
ら
ざ
れ
ば
云
々
」
の
、
「
四
時
を
知
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
四
時
そ
れ
ぞ
れ
の
「
気
」
の
あ
り
方
、
動
き
方
を
知
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
四
時
は
、
そ
う
し
た
「
気
」
の
動
向
を
通
じ
て
、
こ
こ
に
「
信
明
」
・

「
信
聖
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
、
フ
に
、
規
則
正
し
い
あ
ら
わ
れ
方
を
し
て
移
り

か
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
「
気
」
の
動
き
を
、
さ
ら
に
こ

ま
か
く
見
て
い
こ
、
フ
と
思
う
。

○
是
の
故
に
、
陰
陽
は
天
地
の
大
理
な
り
、
四
時
は
陰
陽
の
大
經
な
り
。
（
是

故
、
陰
陽
者
天
地
之
大
理
也
、
四
時
者
陰
陽
之
大
經
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十

四
四
時
第
四
十
）

天
地
の
あ
ら
ゆ
る
「
気
」
の
正
し
い
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
四
時
、
そ
れ
は
結

局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
根
源
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
陰
陽
二
気
の
働
き

と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
、
こ
こ
で
は
い
う
。
前
述
の
ご
と
く
、

聖
人
の
智
の
み
が
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
四
時
の
背
後
に
あ
る
「
気
」
の
動

き
は
、
で
は
い
か
な
る
形
を
と
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
語
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
、
以
下
の
文
章

に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
。

○
道
は
天
地
に
生
じ
、
徳
は
賢
人
に
出
づ
。
道
は
徳
を
生
じ
、
徳
は
正
を
生

じ
、
正
は
事
を
生
ず
。
是
の
ゆ
え
に
聖
王
天
下
を
治
め
、
窮
す
れ
ば
則
ち

一
一
一
一
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一
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反
（
か
へ
）
り
、
終
れ
ば
則
ち
始
る
。
徳
は
春
に
始
り
、
夏
に
長
ず
。
刑

は
秋
に
始
り
、
冬
に
う
つ
る
。
刑
徳
失
わ
ざ
れ
ば
、
四
時
一
の
如
し
。
刑

徳
郷
を
離
る
れ
ぱ
、
時
乃
ち
逆
行
す
。
事
を
作
し
て
な
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず

大
映
あ
り
。
月
に
三
政
あ
り
。
王
事
必
ず
理
り
て
以
て
久
長
を
爲
す
。
中

ら
ざ
る
者
は
死
し
、
理
を
失
ふ
者
は
亡
ぶ
。
國
に
四
時
あ
り
。
固
く
王
事

を
執
り
て
、
四
守
所
あ
り
、
三
政
執
輔
す
。
（
道
生
天
地
、
徳
出
賢
人
、
道

生
徳
、
徳
生
正
、
正
生
事
、
是
以
聖
王
治
天
下
、
窮
則
反
、
終
則
始
、
徳

始
於
春
、
長
於
夏
、
刑
始
於
秋
、
流
於
冬
、
刑
徳
不
失
、
四
時
如
一
、
刑

徳
離
郷
、
時
乃
逆
行
、
作
事
不
成
、
必
有
大
映
、
月
有
三
政
、
王
事
必
理
、

以
爲
久
長
、
不
中
者
死
、
失
理
者
亡
、
國
有
四
時
、
固
執
王
事
、
四
守
有

所
、
三
政
執
輔
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四
四
時
第
四
十
）

こ
の
引
用
文
の
前
に
お
か
れ
て
い
る
文
章
の
冒
頭
に
、
「
陰
陽
は
天
地
の
大

理
」
（
『
管
子
』
巻
十
四
四
時
第
四
十
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し

た
い
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
に
今
、
「
道
は
天
地
に
生
じ
、
徳
は
賢
人
に
出
づ
。
道

は
徳
を
生
じ
、
徳
は
正
を
生
じ
、
正
は
事
を
生
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
天
地
の

「
動
」
・
「
静
」
の
根
源
に
あ
る
の
が
、
陰
陽
の
気
の
運
動
で
あ
り
、
そ
の
運
動

の
正
し
さ
を
、
さ
き
の
引
用
文
で
は
「
大
理
」
と
よ
び
、
今
こ
こ
で
は
「
道
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
道
」
に
も
と
づ
い
て
「
聖
王
」
は
政
治
を
行
う
の
で

あ
り
、
そ
の
正
し
い
政
治
的
行
為
を
、
こ
こ
で
は
「
徳
」
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
「
徳
」
の
行
わ
れ
る
、
あ
る
一
面
を
と
ら
え
て
、
こ
こ
で
は
「
窮
す
れ
ば

則
ち
反
（
か
へ
）
り
、
終
れ
ば
則
ち
始
る
」
と
の
べ
、
ま
た
「
徳
は
春
に
始
ま

り
、
夏
に
長
ず
。
刑
は
秋
に
始
ま
り
、
冬
に
う
つ
る
。
刑
徳
失
わ
ざ
れ
ば
、
四

時
一
の
如
し
。
刑
徳
郷
を
離
る
れ
ば
、
時
乃
ち
逆
行
す
」
と
い
い
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
こ
の
、
「
窮
す
れ
ば
則
ち
反
り
、
終
れ
ば
則
ち
始
ま
る
」
と
、
「
四
時
一

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

の
如
し
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
実
は
、
陰
陽
の
「
気
」
の
動
き
が
象
徴
的
な

か
た
ち
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
、
さ
ら
に
具
体
的
な
様

子
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
節
を
改
め
て
み
て
い
き
た
い
。

日
君
道

聖
王
は
、
一
般
人
と
ち
が
い
、
「
気
」
の
動
静
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

依
拠
し
て
政
治
を
と
り
行
書
フ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
聖
人
の
政
治
の
あ
り
方
を
、
『
管
子
』
で
は
、

以
下
の
ご
と
く
表
現
し
て
い
る
。

○
紳
聖
な
る
者
は
王
、
仁
智
な
る
者
は
君
、
武
勇
な
る
者
は
長
た
る
は
、
此

れ
天
の
道
、
人
の
情
な
り
。
天
道
、
人
情
通
ず
る
者
は
質
、
籠
す
る
者
は

從
、
此
れ
數
の
因
な
り
。
是
の
故
に
、
患
に
始
む
る
者
は
、
そ
の
事
に
與

ら
ず
。
其
の
事
を
親
ら
す
る
者
は
、
其
の
道
を
規
せ
ず
。
是
を
以
て
人
の

上
た
る
者
は
患
ひ
て
勢
せ
ざ
る
な
り
。
百
姓
は
勢
し
て
患
へ
ざ
る
な
り
。

君
臣
上
下
の
分
あ
き
ら
か
な
れ
ば
、
禮
制
立
つ
。
是
の
故
に
人
を
以
て
上

に
役
し
、
力
を
以
て
明
に
役
し
、
刑
を
以
て
心
に
役
す
。
此
れ
物
の
理
な

り
。
心
道
は
進
退
し
て
刑
道
は
稻
赴
す
。
進
退
は
制
を
主
と
し
、
稻
赴
は

勢
を
主
と
す
。
勢
を
主
と
す
る
者
は
方
に
、
制
を
主
と
す
る
者
は
圓
な
り
。

圓
な
る
者
は
運
び
、
運
ぶ
者
は
通
ず
。
通
ず
れ
ば
和
ぐ
。
方
な
る
者
は
執

る
。
執
る
者
は
固
し
。
固
け
れ
ば
信
な
り
。
君
は
利
を
以
て
和
し
、
臣
は

節
を
以
て
信
あ
り
。
上
下
邪
な
し
。
（
脚
聖
者
王
、
仁
智
者
君
、
武
勇
者
長
、

此
天
之
道
、
人
之
情
也
、
天
道
人
情
通
者
質
、
籠
者
從
、
此
數
之
因
也
、

是
故
始
於
患
者
不
與
其
事
、
親
其
事
者
、
不
規
其
道
、
是
以
爲
人
上
者
、

患
而
不
勢
也
、
百
姓
勢
而
不
患
也
、
君
臣
上
下
之
分
素
、
則
禮
制
立
美
、

是
故
以
人
役
上
、
以
力
役
明
、
以
刑
役
心
、
此
物
之
理
也
、
心
道
進
退
、

四
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而
刑
道
稻
赴
、
進
退
者
主
制
、
稻
赴
者
主
勢
、
主
勢
者
方
、
主
制
者
圓
、

圓
者
運
、
運
者
通
、
通
則
和
、
方
者
執
、
執
者
固
、
固
則
信
、
君
以
利
和
、

臣
以
節
信
、
則
上
下
無
邪
美
ｌ
『
管
子
』
巻
第
十
一
君
臣
下
第
三
十
二

「
神
聖
な
る
も
の
は
王
」
と
、
先
ず
い
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
聖
王
は
、
こ

こ
に
い
う
よ
う
に
「
天
道
」
と
「
人
情
」
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
、
そ
の
政
治
は
君
臣
上
下
の
分
が
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
こ

で
は
「
礼
制
立
つ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
治
は

ま
た
、
「
物
の
理
」
に
し
た
が
っ
た
や
り
方
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
、
「
物

の
理
」
に
従
っ
た
政
治
の
一
端
と
し
て
、
「
制
を
主
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
ふ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
ミ
フ
な
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
、
フ
か
。

尹
知
章
は
こ
こ
に
「
君
の
心
の
進
退
は
、
制
令
を
な
す
を
主
ど
る
ゆ
え
ん
な
り
」

⑥

と
い
う
。
安
井
息
軒
は
、
「
物
を
制
す
る
を
主
ど
る
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
注
解
を
手
が
か
り
に
し
て
考
え
る
と
、
君
の
心
の
進
退
、
つ
ま
り
心
の
作
用

は
、
物
の
理
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
が
で
き
よ
、
フ
。
こ
の
、

物
の
理
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
、
う
こ
と
は
、
物
の
あ
る
べ
き
姿
に
、
そ
の
も
の
を

従
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
章
の
冒
頭
で
の
話
題
に
関
連
さ
せ
て
考

え
れ
ば
、
そ
の
物
の
動
静
に
、
そ
の
物
を
そ
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な

い
。
こ
、
う
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
引
用
文
を
読
み
す
す
め
る
と
、
「
制
を
主
と
す

る
も
の
は
円
」
と
い
う
表
現
に
い
き
あ
た
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
、
７
に
理
解
す
べ

⑦

き
で
あ
る
ミ
フ
か
。
尹
知
章
は
、
「
円
は
君
道
を
い
ふ
」
と
、
こ
こ
に
注
を
加
え
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
制
を
主
と
す
る
も
の
は
円
」
と
い
う
の
は
、
聖
王
の
政

治
の
あ
り
方
を
、
あ
る
い
は
ま
た
理
想
的
な
君
道
の
あ
り
方
を
、
具
体
的
に
、

形
を
円
に
か
り
て
比
嚥
し
、
描
写
し
た
も
の
と
い
、
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
、
フ
。

さ
き
に
我
々
は
、
陰
陽
の
気
の
動
き
が
四
時
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
の

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

あ
っ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
物
の
動
き
の
根
源
に
陰
陽
の
気
が
あ
り
、
そ
の
物

の
動
き
を
、
物
本
来
の
動
き
に
そ
わ
せ
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
聖
王
の
あ
り
方

が
、
こ
こ
に
見
た
よ
う
に
、
円
と
い
う
形
に
象
徴
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
物
の
動
静
と
、
聖
王
の
あ
り
方
の
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
か
ら
言
お
、
７
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
聖
王
の
政
治
の
本
質
が
、
し
た
が
っ
て
円
、
つ
ま
り
円
環
的
な
も
の

と
分
か
ち
が
た
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
の
動
静
を
つ
か
さ
ど
る

こ
と
が
、
君
道
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
に
見
た
、
「
制
を

主
と
す
」
と
い
う
文
章
に
明
ら
か
で
あ
る
。
円
環
的
様
相
を
本
質
と
し
て
行
わ

れ
る
聖
王
の
政
治
は
、
物
の
動
静
そ
の
も
の
の
根
源
の
動
き
そ
の
も
の
、
つ
ま

り
「
気
」
の
動
き
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
引
用
の
文
章

で
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「
円
な
る
も
の
は
運
び
、
運
ぶ
も
の
は
通
ず
。
通
ず

れ
ば
和
（
や
わ
ら
）
ぐ
」
と
。
そ
の
政
治
の
と
ど
こ
お
り
な
く
、
平
和
な
様
子
⑧

を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尹
知
章
も
い
、
う
よ
、
フ
に
、
「
君
道
は
円
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
は
、
聖
王
の
政
治
が
、
「
気
」
の
動
き
を
、
あ
く
ま
で
尊
重
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
、
う
し
た
こ
と
か
ら
、
陰

陽
の
「
気
」
の
動
き
が
、
「
窮
り
、
反
る
」
・
「
終
り
、
始
ま
る
」
と
表
現
さ
れ
た

り
、
ま
た
春
夏
秋
冬
の
四
時
の
移
り
か
わ
り
に
な
ぞ
ら
え
た
り
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
「
気
」
の
動
静
、
つ
ま
り

動
き
が
、
円
環
の
運
動
を
す
る
も
の
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
気
」
の
世
界
は
、
物
の
世
界
と
ち
が
っ
て
、
一
般
の
人
間
に
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
世
界
で
あ
る
。
「
気
」
の
世
界
の
動
静
を
、
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
い
か
に
対
応
し
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
円
還

三

五
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⑨

前
の
章
に
お
い
て
、
「
亟
り
て
は
反
る
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
手

が
か
り
に
し
て
、
陰
陽
の
気
の
動
き
が
円
運
動
の
か
た
ち
を
と
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
『
管
子
』
の
書
の
見
解
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な

立
場
を
と
っ
た
ば
あ
い
、
現
実
の
「
物
」
の
世
界
の
こ
と
と
し
て
、
必
然
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
っ
た
の
か
と
い
、
う
こ
と
と
、
そ
れ
が
ま
た
、
「
気
」
の

世
界
に
ど
の
よ
、
フ
に
反
映
し
た
の
か
と
い
、
う
よ
、
フ
な
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
ｏ

㈲
「
物
」
の
生
成

「
物
」
と
は
、
そ
も
そ
も
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
な
ど
、
「
物
」
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず

考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

○
管
子
曰
く
、
道
の
天
に
在
る
も
の
は
日
な
り
。
其
の
人
に
在
る
も
の
は
心

な
り
。
故
に
曰
く
、
氣
あ
れ
ば
生
し
、
氣
な
け
れ
ば
死
す
、
と
。
生
す
る

も
の
は
、
そ
の
氣
を
以
て
な
り
。
（
管
子
日
、
道
之
在
天
者
日
也
、
其
在
人

者
心
也
、
故
日
、
有
氣
則
生
、
無
氣
則
死
、
生
者
以
其
氣
Ｉ
『
管
子
』
巻

四
椹
言
第
十
二
）

「
故
に
曰
く
」
に
つ
づ
く
、
「
気
あ
れ
ば
生
し
、
気
な
け
れ
ば
死
す
」
の
部
分

は
、
管
子
が
当
時
の
こ
と
わ
ざ
や
、
あ
る
い
は
ま
た
、
人
々
の
あ
い
だ
で
言
い

な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
急
フ
。
こ
こ
で
い
、
う
よ
、
フ

の
相
の
認
識
に
達
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

章
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

二
物
の
世
界
と
聖
人

⑩

に
、
気
は
、
物
の
生
死
を
決
す
る
、
重
大
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

気
は
こ
の
よ
う
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
生

命
の
あ
る
も
の
だ
け
が
気
と
、
こ
の
よ
言
フ
に
深
く
か
か
わ
る
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

⑪

○
凡
そ
萬
物
は
陰
陽
雨
生
し
て
参
視
す
。
（
凡
萬
物
、
陰
陽
雨
生
、
而
参
視
Ｉ

『
管
子
』
巻
四
椹
言
第
十
二
）

こ
こ
に
、
「
万
物
は
陰
陽
両
生
云
々
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
『
管
子

集
校
』
の
編
者
の
一
人
、
郭
沫
若
は
、
「
陰
陽
は
両
な
り
。
相
い
合
し
て
化
生
す
。

⑫

生
ず
る
所
の
物
は
、
即
ち
参
た
り
」
と
い
う
。
陰
陽
の
両
気
に
よ
っ
て
第
三
の
、

も
の
が
生
ず
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
物
一
般
」
が
、
す
べ
て
陰

陽
二
気
の
結
合
に
よ
り
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
考
え
と
し
て

有
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
物
」
と
は
、

「
気
」
か
ら
出
来
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
そ
れ
ら
の
物
、
つ

ま
り
万
物
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
天
の
裁
は
大
、
故
に
能
く
萬
物
を
兼
覆
す
。
地
の
裁
は
大
、
故
に
能
く
萬

物
を
兼
載
す
。
人
主
の
裁
は
大
、
故
に
物
を
容
る
る
こ
と
多
し
。
而
し
て

衆
人
比
（
し
た
し
）
む
を
得
。
故
に
曰
く
、
裁
大
な
る
も
の
は
、
衆
の
し

た
し
む
所
な
り
、
と
。
（
天
之
裁
大
、
故
能
兼
覆
萬
物
、
地
之
裁
大
、
故
能

兼
載
萬
物
、
人
主
之
裁
大
、
故
容
物
多
、
而
衆
人
得
比
焉
、
故
日
裁
大
者
、

衆
之
所
比
也
ｌ
『
管
子
』
巻
二
十
形
勢
解
第
六
十
四
）

こ
こ
で
、
天
・
地
・
人
主
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
裁
」
と
い
、
う
こ
と
を
い
つ

⑬

て
い
る
。
こ
の
「
裁
」
に
つ
い
て
は
、
「
裁
は
制
な
り
」
と
い
う
解
が
あ
る
。
こ

う
し
た
立
場
か
ら
す
る
と
、
「
裁
」
に
は
、
制
約
な
い
し
は
制
限
と
い
う
よ
う
な

意
味
が
出
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
・
地
・
人
主
は
、
万
物
に
制
約
を
与
え
、

一
二
一
ハ
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「
礼
」
・
「
治
」
と
い
え
ど
も
、
や
は
り
「
道
」
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
が
君
主
の
手
に
よ
っ
て
あ
や
つ
ら
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
万
物
が
安
定
さ
せ

ら
れ
る
と
い
、
フ
。

陰
陽
二
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
物
」
は
、
天
と
地
の
間
に
万
物
と
し
て
存
在

す
る
。
し
か
し
、
万
物
が
万
物
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、
天
・
地
・
人
そ

れ
ぞ
れ
に
由
来
す
る
、
あ
る
種
の
制
約
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在
を
つ
づ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
制
約
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
、
「
裁
」
・
「
天
の
道
」
・
「
道
」
・
「
法
」
・
「
治
」
・
「
礼
」
等
々
、
さ
ま
ざ
ま

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
陰
陽
の
気
の

あ
り
方
を
、
あ
る
い
は
ま
た
陰
陽
の
気
の
運
動
を
、
あ
る
べ
き
よ
り
よ
い
姿
へ

と
導
く
た
め
の
「
道
」
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
陰
陽
二

気
の
化
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
物
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
よ
く
存
在
し
、
安
定

さ
せ
ら
れ
る
と
、
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
我
々
は
、
か
つ
て
第
一
章
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
の
、
物
の
動
静
と
い

う
も
の
は
、
結
局
、
円
環
的
運
動
の
相
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
、

『
管
子
』
に
お
け
る
、
あ
の
見
方
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、

こ
こ
に
い
、
フ
、
陰
陽
二
気
の
、
い
わ
ば
通
り
道
と
し
て
の
「
道
」
や
「
裁
」
な

ど
を
、
こ
れ
に
対
応
さ
せ
て
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
物

と
気
と
は
、
一
方
が
「
形
」
あ
る
も
の
と
し
て
万
人
の
経
験
で
き
る
世
界
の
こ

と
で
あ
る
に
し
て
も
、
形
而
上
の
「
気
」
の
世
界
と
は
無
縁
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
の
が
、
『
管
子
』
の
書
の
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
万
物
は
陰
陽

両
生
し
て
参
視
す
」
（
『
管
子
』
巻
四
椹
言
第
十
二
）
と
い
っ
て
い
た
こ
と
を
、

こ
こ
で
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
万

物
の
あ
り
方
を
正
し
く
す
る
た
め
に
は
、
聖
人
に
し
か
認
識
で
き
な
い
と
さ
れ

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

た
、
あ
の
気
の
世
界
に
お
け
る
、
気
の
動
き
を
、
正
し
い
円
運
動
の
相
に
整
え

る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題
は

気
の
世
界
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
人
が
そ
こ
に
、
唯
一
の
気
の
世

界
の
認
識
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

口
「
気
」
の
修
正

こ
こ
で
は
、
聖
人
が
「
気
」
の
世
界
に
、
い
か
に
対
処
し
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
聖
人
と
い
う
も
の
を
、
『
管
子
』
が

い
か
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

○
聖
人
を
賢
美
と
す
る
所
の
も
の
は
、
其
の
鍵
と
随
っ
て
化
す
る
を
以
て
な

り
。
淵
泉
に
し
て
毒
き
ず
、
微
約
に
し
て
流
れ
施
く
。
是
を
以
て
徳
の
潤

澤
を
流
す
も
、
均
し
く
萬
物
に
加
は
る
。
故
に
曰
く
、
聖
人
は
天
地
に
参

す
、
と
。
（
所
賢
美
於
聖
人
者
、
以
其
與
鍵
随
化
也
、
淵
泉
而
不
壼
、
微
約

而
流
施
、
是
以
徳
之
流
潤
澤
、
均
加
干
萬
物
、
故
日
、
聖
人
参
干
天
地
Ｉ

『
管
子
』
巻
四
宙
合
第
十
二

聖
人
の
賢
美
の
さ
ま
を
、
こ
こ
で
は
「
淵
泉
に
し
て
尽
き
ず
、
微
約
に
し
て

流
れ
施
く
。
是
を
以
て
徳
の
潤
沢
を
流
す
も
、
均
し
く
万
物
に
加
わ
る
」
、
と
い

言
う
。
こ
こ
に
は
、
聖
人
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
泉
流
そ
の
も
の
に
依
拠
し

て
発
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
の

ち
に
ふ
れ
る
で
あ
る
ミ
フ
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
聖
人
が
「
天
地
と
参

す
」
、
つ
ま
り
、
天
地
と
並
ぶ
存
在
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
・
で

は
、
な
ぜ
天
地
と
並
ぶ
資
格
が
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
万
物
に
徳
を

加
え
る
」
、
と
い
う
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
徳
」
と
い
う

の
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
、
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
然
ら
ば
則
ち
、
春
夏
秋
冬
は
將
に
何
を
か
行
は
ん
と
す
る
。
東
方
を
星
と

三

八
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日
ふ
。
其
時
を
春
と
日
ふ
。
其
氣
を
風
と
日
ひ
、
風
は
木
と
骨
と
を
生
ず
。

そ
の
徳
は
鼠
を
喜
び
て
節
時
を
發
出
す
。
其
事
の
號
令
に
は
、
紳
位
を
修

除
し
、
弊
梗
を
謹
祷
し
、
陽
を
正
す
を
宗
と
す
。
：
．
…
其
時
を
夏
と
日
ふ
。

其
氣
を
陽
と
日
ふ
。
陽
は
火
と
氣
を
生
ず
。
其
徳
は
施
舍
樂
を
修
む
。
其

事
は
號
令
賞
賜
、
爵
を
賦
し
、
緑
を
受
け
郷
を
順
に
し
、
謹
み
て
紳
祀
を

修
む
。
功
を
量
り
、
賢
を
賞
し
、
以
て
陽
気
を
動
か
す
。
．
…
：
其
の
時
を

秋
と
日
ふ
。
其
氣
を
陰
と
日
ふ
。
…
：
、
其
徳
は
憂
哀
、
靜
正
嚴
順
。
…
…

旅
を
順
に
し
て
聚
収
し
、
民
資
を
量
り
て
以
て
畜
聚
し
、
彼
の
臺
幹
を
賞

し
、
彼
の
臺
材
を
聚
む
。
百
物
乃
ち
収
ま
り
、
民
を
し
て
怠
る
母
ら
し
む
。

悪
む
所
其
れ
察
し
、
欲
す
る
所
必
ら
ず
う
。
我
れ
信
な
れ
ば
則
ち
克
つ
。

此
を
辰
徳
と
謂
ふ
。
辰
は
収
を
掌
る
。
収
を
陰
と
爲
す
。
：
．
…
其
時
を
冬

と
日
ふ
。
其
氣
を
寒
と
日
ふ
。
寒
は
水
と
血
と
を
生
ず
。
そ
の
徳
は
淳
越
、

温
恕
周
密
。
そ
の
事
の
號
令
に
は
、
徒
民
を
修
禁
し
て
靜
止
せ
し
む
。
地

乃
ち
泄
れ
ず
、
刑
を
断
じ
罰
を
致
し
て
、
有
罪
を
赦
す
な
く
、
以
て
陰
氣

に
符
す
。
（
然
則
春
夏
秋
冬
將
何
行
、
東
方
日
星
、
其
時
日
春
、
其
氣
日
風
、

風
生
木
與
骨
、
其
徳
喜
嵐
、
而
發
出
節
時
、
其
事
號
令
、
修
除
稗
位
、
謹

祷
弊
梗
宗
正
陽
、
．
：
：
・
其
時
日
夏
、
其
氣
日
陽
、
陽
生
火
與
氣
、
其
徳
施

舍
修
樂
、
其
事
號
令
賞
賜
、
賦
爵
受
緑
順
郷
、
謹
修
紳
祀
、
量
功
賞
賢
、

以
動
陽
氣
、
…
…
其
時
日
秋
、
其
氣
日
陰
：
…
・
其
徳
憂
哀
、
靜
正
嚴
順
、

．
：
…
順
旅
聚
収
、
量
民
資
以
畜
聚
、
賞
彼
臺
幹
、
聚
彼
臺
材
、
百
物
乃
収
、

使
民
母
怠
、
所
悪
其
察
、
所
欲
必
得
、
我
信
則
克
、
此
謂
辰
徳
、
辰
掌
収
、

収
爲
陰
、
…
…
其
時
日
冬
、
其
氣
日
寒
、
寒
生
水
與
血
、
其
徳
淳
越
、
温

恕
周
密
、
其
事
號
令
、
修
禁
徒
民
、
令
靜
止
、
地
乃
不
泄
、
断
刑
致
罰
、

無
赦
有
罪
、
以
符
陰
氣
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四
四
時
第
四
十
）

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

右
に
引
い
た
文
章
に
お
い
て
は
、
聖
人
が
四
時
、
つ
ま
り
春
夏
秋
冬
に
お
こ

な
っ
た
、
気
を
め
ぐ
っ
て
の
政
治
的
行
為
に
つ
い
て
、
述
べ
て
い
る
。
春
に
は
、

「
陽
を
正
す
を
宗
と
す
」
と
い
い
、
夏
に
は
、
「
以
て
陽
気
を
動
か
す
」
と
い
い
、

秋
に
は
、
前
後
と
少
し
く
お
も
む
き
を
異
に
す
る
も
の
の
、
類
似
の
こ
と
と
し

て
「
収
を
陰
と
な
す
」
と
い
い
、
冬
に
は
、
「
以
て
陰
気
に
符
す
」
と
、
そ
れ
ら

を
の
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
春
の
こ
と
と
し
て
の
「
陽
を
正
す
を
宗
と
す
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
み
て
み
よ
、
フ
。
こ
れ
は
聖
王
が
、
神
々
の
祭
位
の
乱
れ
を
正
し
、
祭
礼
を

整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
々
の
働
き
を
助
け
る
こ
と
を
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

神
々
が
、
陽
気
の
ふ
さ
が
り
や
と
ど
こ
お
り
を
無
く
し
、
陽
気
本
来
の
正
し
い

⑮

状
態
に
か
え
し
て
く
れ
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
、
夏
の
「
陽
気
を
動

か
す
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
、
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
陽
気
は
、
一
般
に
仁
愛
の

気
配
が
つ
よ
く
、
あ
た
た
か
い
傾
向
の
あ
る
気
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
聖
王
た
る
も
の
、
民
に
恩
賞
を
大
い
に
施
し
、
仁
政
を
行
え
ば
、
そ
れ
が

⑯

結
果
的
に
陽
気
の
動
き
を
助
け
、
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
つ
い
で
、

秋
の
こ
と
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
、
「
収
を
陰
と
な
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う

い
、
う
こ
と
で
あ
る
、
フ
か
。
秋
の
気
で
あ
る
陰
気
は
、
鮎
つ
、
フ
、
万
物
を
収
蔵
す

る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
気
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
聖
王

は
そ
の
気
の
働
き
に
沿
、
７
か
の
ご
と
く
、
「
彼
の
群
材
を
聚
む
。
百
物
乃
ち
収
」

む
と
い
う
よ
竜
フ
な
こ
と
を
行
ミ
フ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
陰
の
気
の
働
き
が
活
発

と
な
り
、
そ
の
季
節
の
正
し
い
あ
り
方
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
、
冬

の
こ
と
に
「
以
て
陰
気
に
符
す
」
と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
時
期
、
聖
王
は
厳
し
い
刑
罰
を
罪
人
に
対
し
て
執
行

す
る
の
で
あ
る
と
、
右
の
引
用
文
で
は
の
べ
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

九
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て
、
陰
気
の
も
う
一
つ
の
働
き
で
あ
る
厳
し
さ
を
、
存
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と

⑱

を
、
や
は
り
助
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
い
、
フ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

聖
王
の
四
時
の
行
為
を
見
わ
た
し
て
み
る
と
、
そ
の
政
治
は
時
節
の
変
化
に
応

じ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
聖
王
の
行
動

は
、
そ
の
時
節
に
お
け
る
気
の
動
き
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
志
向
し
、

そ
れ
に
沿
っ
て
行
壷
う
こ
と
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
、
フ
し
た
聖

王
の
、
気
の
動
き
に
類
似
し
た
行
為
が
、
気
の
動
向
を
、
そ
の
本
来
の
運
動
の

あ
り
方
に
む
け
て
あ
る
程
度
助
け
る
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
十
分
な
注
目
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ま
た
、
後
に
ふ
れ
る
で
あ
る
、
フ
。

聖
王
の
行
為
は
、
こ
う
し
て
、
時
節
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
れ
に
随
順
し
て

行
わ
れ
る
の
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
四

時
の
移
り
か
わ
り
が
、
つ
ま
り
自
然
の
変
化
と
い
う
こ
と
が
、
常
の
あ
り
方
に

反
し
て
起
こ
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
異
常
気
象
の
一
つ
と

し
て
、
そ
う
し
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
聖
王
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
春
凋
（
し
ば
）
み
、
秋
榮
（
は
な
さ
）
き
、
冬
雷
あ
り
、
夏
に
霜
雪
あ
る

は
、
此
れ
み
な
氣
の
賊
な
り
。
刑
徳
、
節
を
易
（
か
）
へ
次
を
失
へ
ば
、

則
ち
賊
氣
す
み
や
か
に
至
る
。
賊
氣
す
み
や
か
に
至
れ
ば
、
則
ち
國
に
蕾

映
多
し
。
是
の
故
に
聖
王
は
、
時
を
務
め
て
政
を
寄
せ
、
教
を
作
り
て
武

を
寄
せ
、
祀
を
作
り
て
徳
を
寄
す
。
此
の
三
者
は
、
聖
王
の
天
地
の
行
（
お

こ
な
ひ
）
に
合
す
る
ゆ
え
ん
な
り
。
（
春
凋
秋
榮
、
冬
雷
、
夏
有
霜
雪
、
此

皆
氣
之
賊
也
、
刑
徳
易
節
失
次
、
則
賊
氣
遡
至
、
賊
氣
迦
至
、
則
國
多
蕾

映
、
是
故
聖
王
、
務
時
而
寄
政
焉
、
作
教
而
寄
武
焉
、
作
祀
而
寄
徳
焉
、

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

此
三
者
、
聖
王
所
以
合
於
天
地
之
行
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四
四
時
第
四

十
）

こ
の
よ
う
な
異
常
な
気
象
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ず
る
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
「
皆
、
気
の
賊
な
り
」
と
こ
た

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
気
が
時
に
反
す
れ
ば
、
則
ち
賊
害
を
な
す

⑲

な
り
」
と
い
う
旧
注
の
解
釈
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
常
気
象
は
、
天
の
動

き
に
反
す
る
か
た
ち
で
気
が
動
い
た
結
果
生
じ
た
と
こ
ろ
の
、
一
種
の
災
害
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
状
況
が
生
じ
た
の
で
あ
る
、
フ
か
。
そ
れ
は
こ
こ
に
も
い
っ
て
い
る
よ
雪
フ
に
、

「
刑
徳
、
節
を
か
え
、
次
を
失
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
失
政

が
そ
れ
を
招
い
た
の
で
あ
る
と
い
、
フ
。
い
、
フ
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
は
、
政
治⑳

が
時
節
に
順
応
し
て
規
則
正
し
く
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
、
あ
の
時
令
思
想

が
色
こ
ぐ
影
を
投
げ
か
け
て
は
い
る
。
し
か
し
、
『
管
子
』
の
書
の
場
合
、
政
治

そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
が
、
必
ら
ず
し
も
時
に
随
従
す
る
も
の
と
ば
か
り
は
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
積
極
的
な
役
わ
り
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
い
み

で
、
単
純
に
時
令
思
想
の
わ
く
の
中
で
と
ら
え
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
、
フ
。
例
え
ば
、
以
下
の
ご
と
き
記
述
に
注
目
し
て
み
た
い
。

○
夫
れ
陰
陽
進
退
滿
虚
は
時
な
し
。
其
の
散
合
以
て
歳
を
硯
る
べ
し
。
唯
だ

聖
人
は
歳
を
爲
ら
ず
、
能
く
滿
虚
を
知
る
の
み
。
餘
滿
を
奪
ひ
て
不
足
を

補
ひ
、
以
て
政
事
を
通
じ
、
以
て
民
常
を
贈
す
。
地
の
鍵
氣
は
、
そ
の
出

づ
る
所
に
應
ず
。
水
の
鍵
氣
は
、
之
に
應
ず
る
に
精
を
以
て
し
、
之
を
受

く
る
に
豫
を
以
て
す
。
天
の
鍵
氣
は
、
之
に
應
ず
る
に
正
を
以
て
す
。
（
夫

陰
陽
進
退
滿
虚
亡
時
、
其
散
合
可
以
覗
歳
、
唯
聖
人
不
爲
歳
、
能
知
滿
虚
、

奪
餘
滿
、
補
不
足
、
以
邇
政
事
、
以
贈
民
常
、
地
之
鍵
氣
、
應
其
所
出
、

四
○
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水
之
鍵
氣
、
應
之
以
精
、
受
之
以
豫
、
天
之
鍾
氣
、
應
之
以
正
Ｉ
『
管
子
』

巻
十
二
侈
塵
第
三
十
五
）

異
常
気
象
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
「
気
の
賊
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
こ
こ
で
は
、
「
変
気
」
と
い
う
こ
と
ば
で
い
い
あ
ら
わ

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
変
気
を
、
右
の
引
用
文
で
は
、
地
水
天
に
分
け
、
地
の

変
気
・
水
の
変
気
・
天
の
変
気
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
こ
で
は
そ

う
し
た
変
気
に
対
応
す
る
仕
方
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
地
の
変
気

に
は
ど
の
よ
ミ
フ
に
対
応
す
る
の
が
よ
い
の
で
あ
る
、
フ
か
。
そ
れ
を
、
「
法
を
設
け

⑳

て
、
以
て
之
を
藤
（
は
ら
）
、
フ
」
と
、
こ
こ
で
は
い
っ
て
い
る
。
「
藤
」
と
は
、

変
異
を
払
い
き
よ
め
る
祭
り
の
こ
と
で
、
そ
の
変
気
の
生
じ
た
土
地
で
、
そ
の

よ
う
な
祭
礼
を
と
り
行
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
水
の
変
気
に
応
ず
る
に
は
、

「
精
誠
を
以
て
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
、
心
を
正
し
く
し
て
、
物
事

に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
変
気
が
無
く
な
ら
な
⑳

け
れ
ば
、
「
須
ら
く
、
預
（
あ
ら
か
じ
）
め
こ
れ
を
防
備
す
る
所
あ
る
べ
し
」
と

い
う
。
こ
れ
は
、
水
の
変
気
の
も
た
ら
す
水
害
な
ど
に
そ
な
え
て
、
あ
ら
か
じ

め
堤
防
な
ど
を
整
備
し
、
そ
の
気
の
作
用
を
受
け
て
立
ち
、
や
が
て
そ
の
衰
え

を
待
つ
の
で
あ
る
。
天
の
変
気
に
対
し
て
は
、
ひ
た
す
ら
行
い
を
正
し
、
徳
を

⑳

お
さ
め
、
自
然
に
そ
の
気
の
お
さ
ま
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
聖
人
は
、
宗
教
的
、
倫
理
的
、
政
治
的
な
努
力
に
よ
っ

て
、
変
気
に
対
応
し
、
異
常
気
象
の
被
害
を
防
ぎ
、
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
み
ら
れ
て
い
た
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
る
、
フ
。
で
は
、
な
ぜ
聖
人
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
管
子
』
の
の
べ
る
と
こ
ろ
に
し

た
が
っ
て
、
み
て
い
き
た
い
。

○
夫
れ
天
地
の
精
氣
に
五
あ
り
。
必
ず
し
も
沮
を
爲
さ
ず
。
其
れ
亟
り
て
反

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

る
、
其
の
重
咳
動
穀
の
進
退
は
、
即
ち
此
れ
數
の
得
難
き
者
な
り
。
此
れ

形
の
時
鍵
な
り
、
と
。
平
氣
の
陽
を
沮
せ
ば
、
若
（
し
た
が
）
ふ
こ
と
、

辞
靜
の
如
く
す
。
餘
氣
の
潜
然
と
し
て
動
き
、
愛
氣
の
潜
然
と
し
て
哀
む

は
、
胡
ぞ
得
て
動
を
治
め
ん
、
と
。
對
へ
て
曰
く
、
之
を
衰
時
に
得
た
り
。

位
し
て
之
を
観
れ
ば
美
を
怡
（
と
ど
）
め
、
然
る
後
に
輝
き
あ
り
。
之
を

心
に
修
め
、
其
れ
殺
し
て
以
て
相
待
つ
。
故
に
滿
虚
哀
樂
の
氣
あ
る
な
り
。

（
夫
天
地
精
氣
有
五
、
不
必
爲
沮
、
其
亟
而
反
、
其
重
咳
動
穀
之
進
退
、

即
此
數
之
難
得
者
也
、
此
形
之
時
鍵
也
、
沮
平
氣
之
陽
、
若
如
鮮
靜
、
餘

氣
之
潜
然
而
動
、
愛
氣
之
潜
然
而
哀
、
胡
得
而
治
動
、
對
日
、
得
之
衰
時
、

位
而
観
之
、
怡
美
、
然
後
有
輝
、
修
之
心
、
其
殺
以
相
待
、
故
有
滿
虚
哀

樂
之
氣
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
二
侈
座
第
三
十
五
）

す
で
に
前
に
の
べ
た
よ
う
に
、
気
そ
の
も
の
は
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
「
亟
り

て
は
反
る
」
と
い
、
フ
、
自
己
運
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
変
気

は
、
こ
の
運
動
か
ら
は
ず
れ
た
動
き
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
常
に
反
す
る
気
の
動
き
は
、
「
数
の
得
が
た
き
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
常
人
に
は
つ
か
み
が
た
く
、
知
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
の
ょ

電
フ
に
し
て
知
り
、
な
お
か
つ
そ
の
気
の
動
き
に
対
応
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
右
の
引
用
文
で
は
、
斉
の
桓
公
が
、
こ
の
こ
と
を
管
仲

に
問
い
正
し
て
い
る
。
「
気
の
動
き
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。
ど

⑳

う
し
て
気
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
」
、
と
。
そ
れ
に
対
し
て
管
仲

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
気
の
動
き
の
盛
ん
な
と
き
は
見
え
に
く
い
の
で
、

気
が
お
と
ろ
え
、
動
き
が
ゆ
る
や
か
な
と
き
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
と
き
、
五
気
の
一
つ
一
つ
を
よ
く
観
察
し
、
善
美
な
も
の
だ
け
を
留

め
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
気
候
が
和
し
、
調
（
と
と
の
）
い
、

四
一
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⑳

万
物
が
立
派
に
、
あ
る
べ
き
姿
を
と
る
よ
う
に
な
る
」
、
と
。
さ
ら
に
ま
た
、
管

仲
は
い
う
。
「
邪
気
」
が
な
お
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
徳
を
修
め
、
そ
の
徳

の
力
に
よ
っ
て
邪
気
を
減
殺
し
、
そ
の
気
の
衰
え
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

＠
い
」
、
と
。

聖
王
は
、
こ
の
よ
う
に
気
の
動
き
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
政
治
的
・
宗
教
的
・

倫
理
的
な
努
力
、
手
段
に
よ
っ
て
、
そ
の
動
き
を
助
長
し
た
り
、
抑
制
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
、

聖
王
は
、
『
管
子
』
の
書
の
な
か
で
は
、
気
の
動
き
を
あ
る
程
度
自
由
に
操
作
す

⑳

る
力
量
の
あ
る
存
在
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
『
管
子
』
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
姿
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
史
的
事
情
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
フ
か
。
章
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
・

日
元
気
ｌ
水
と
万
物

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
天
に
覆
わ
れ
、
地
に
載
せ
ら
れ
て
万
物
は
存
在

し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
『
管
子
』
の
書
で
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
万
物

の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
在
る
万
物
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
出

来
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
我
々
は
す
で
に
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
た
い
。

○
凡
そ
物
の
精
、
此
れ
則
ち
生
を
爲
す
。
下
は
五
穀
を
生
じ
、
上
は
列
星
と

な
る
。
天
地
の
間
に
流
（
し
）
く
。
こ
れ
を
鬼
紳
と
い
ふ
。
胸
中
に
藏
す
、

こ
れ
を
聖
人
と
い
ふ
・
こ
の
ゆ
え
に
民
氣
杲
乎
と
し
て
天
に
登
る
が
如
く
、

沓
乎
と
し
て
淵
に
入
る
が
如
く
、
棹
乎
と
し
て
海
に
在
る
が
如
く
、
卒
乎

と
し
て
己
れ
に
在
る
が
如
し
。
こ
の
ゆ
え
に
此
の
氣
や
、
止
む
る
に
力
を

以
て
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
安
ん
ず
る
に
徳
を
以
て
す
べ
し
。
呼
ぶ
に
聲
を

以
て
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
迎
ふ
る
に
音
を
以
て
す
べ
し
。
敬
守
し
て
失
ふ

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

勿
き
、
是
を
成
徳
と
謂
ふ
・
徳
成
り
て
智
出
で
、
萬
物
こ
と
ご
と
く
得
（
う
）
。

（
凡
物
之
精
、
此
則
爲
生
、
下
生
五
穀
、
上
爲
列
星
、
流
於
天
地
之
間
、

謂
之
鬼
紳
、
藏
於
胸
中
、
謂
之
聖
人
、
是
故
民
氣
杲
乎
、
如
登
於
天
、
沓

乎
如
入
於
淵
、
淳
乎
如
在
於
海
、
卒
乎
如
在
於
己
、
是
故
此
氣
也
、
不
可

止
以
力
、
而
可
安
以
徳
、
不
可
呼
以
聲
、
而
可
迎
以
音
、
敬
守
勿
失
、
是

謂
成
徳
、
徳
成
而
智
出
、
萬
物
果
得
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
六
内
業
第
四
十

九
）

こ
の
引
用
文
の
冒
頭
に
い
う
「
物
の
精
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈

が
あ
る
。
「
物
の
精
と
は
、
陰
陽
二
気
な
り
。
推
し
て
こ
れ
を
原
（
た
ず
）
ぬ
れ

⑳

ば
、
こ
れ
を
道
と
い
ふ
。
す
べ
て
物
は
こ
こ
よ
り
生
ず
」
へ
と
。
こ
の
よ
う
に
、

陰
陽
二
気
を
、
「
万
物
こ
と
ご
と
く
得
」
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
万
物
は
生
じ
て

く
る
と
い
う
の
が
、
『
管
子
』
の
書
の
な
か
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
、
一
般
的
な
考

え
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
具
体
的
な
も
の
は
、
こ
こ

で
は
五
穀
・
列
星
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
形
体
を
そ
な
え
、
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
も
の
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
「
気
」
は
、
こ
こ
で
も
「
鬼
神
」
と
表

現
さ
れ
、
あ
る
い
は
又
「
杲
と
し
て
天
に
登
る
が
ご
と
く
、
沓
と
し
て
淵
に
入

る
が
ご
と
く
、
津
と
し
て
海
に
あ
る
が
ご
と
く
」
な
ど
と
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
人
間
の
感
覚
を
超
え
た
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
人
間
の
感
覚
を
こ
え
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
気
」
に
よ
っ
て
、
感
覚

で
と
ら
え
ら
れ
る
「
物
」
の
世
界
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
、

定
ま
っ
た
型
と
し
て
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
の
本
源
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
物
」
と
の
あ
い
だ

に
、
以
下
に
の
べ
る
よ
う
な
別
の
考
え
方
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い

四
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て
見
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
地
は
萬
物
の
本
原
、
諸
生
の
根
苑
な
り
。
美
悪
・
賢
不
肯
・
愚
・
俊
の
生

ず
る
所
な
り
。
水
は
地
の
血
氣
、
筋
脈
の
流
通
の
如
き
者
な
り
。
故
に
日

く
、
水
は
材
を
具
ふ
る
な
り
、
と
。
何
を
以
て
そ
の
然
る
を
知
る
。
曰
く
、

夫
れ
水
は
悼
弱
と
し
て
以
て
清
く
、
而
し
て
好
ん
で
人
の
悪
を
濯
（
あ
ら
）

ふ
は
仁
な
り
。
之
を
硯
る
に
黒
く
し
て
白
き
は
精
な
り
。
之
を
量
る
に
概

を
使
ふ
く
か
ら
ざ
る
も
、
滿
に
至
り
て
止
む
は
正
な
り
。
唯
だ
流
れ
ざ
る

な
く
、
平
に
至
り
て
止
む
は
義
な
り
。
人
皆
高
き
に
赴
く
、
己
れ
濁
り
下

（
ひ
く
）
き
に
赴
く
は
卑
な
り
。
卑
な
る
者
は
道
の
室
、
王
者
の
器
な
り
。

而
る
に
水
以
て
都
居
と
な
す
。
準
な
る
者
は
五
量
の
宗
な
り
。
素
な
る
者

は
五
色
の
質
な
り
。
淡
な
る
者
は
五
味
の
中
な
り
。
是
の
ゆ
え
に
水
は
萬

物
の
準
な
り
。
諸
生
の
淡
な
り
。
違
非
得
失
の
質
な
り
。
是
の
ゆ
え
に
滿

た
ざ
る
な
く
居
ら
ざ
る
な
き
な
り
。
天
地
に
集
り
萬
物
を
藏
し
、
金
石
を

産
し
、
諸
生
に
集
る
。
故
に
曰
く
、
水
は
脚
な
り
と
。
草
木
に
集
ま
れ
ば
、

根
そ
の
度
を
得
、
華
そ
の
數
を
得
、
實
そ
の
量
を
得
。
鳥
獣
こ
れ
を
得
て

形
鵲
肥
大
、
羽
毛
豐
茂
、
文
理
明
著
な
り
。
萬
物
そ
の
幾
を
蓋
し
、
其
常

に
反
ら
ざ
る
莫
き
者
は
、
水
の
内
度
適
す
れ
ば
な
り
。
（
地
者
萬
物
之
本
原
、

諸
生
之
根
苑
也
、
美
悪
賢
不
肯
愚
俊
之
所
生
也
、
水
者
地
之
血
氣
、
如
筋

脈
之
流
通
者
也
、
故
日
水
具
材
也
、
何
以
知
其
然
也
、
日
夫
水
淳
弱
以
清
、

而
好
濯
人
之
悪
、
仁
也
、
覗
之
黒
而
白
、
精
也
、
量
之
、
不
可
使
概
、
至

滿
而
止
正
也
、
唯
無
不
流
、
至
平
而
止
義
也
、
人
皆
赴
高
、
己
濁
赴
下
卑

也
、
卑
也
者
、
道
之
室
、
王
者
之
器
也
、
而
水
以
爲
都
居
、
準
也
者
、
五

量
之
宗
也
、
素
也
者
、
五
色
之
質
也
、
淡
也
者
、
五
味
之
中
也
、
是
以
水

者
、
萬
物
之
準
也
、
諸
生
之
淡
也
、
違
非
得
失
之
質
也
、
是
以
無
不
滿
、

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

無
不
居
也
、
集
於
天
地
、
而
藏
於
萬
物
、
崖
於
金
石
、
集
於
諸
生
、
故
日
、

水
榊
、
集
於
草
木
、
根
得
其
度
、
華
得
其
數
、
實
得
其
量
、
鳥
獣
得
之
、

形
禮
肥
大
、
羽
毛
豐
茂
、
文
理
明
著
、
萬
物
莫
不
蓋
其
幾
、
反
其
常
者
、

水
之
内
度
適
也
Ｉ
『
管
子
』
巻
十
四
水
地
第
三
十
九
）

こ
れ
ま
で
、
万
物
の
本
源
が
「
気
」
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
、
く
り
か
え
し

見
て
き
た
。
し
か
し
、
右
の
引
用
文
に
お
い
て
は
、
万
物
の
本
源
を
地
、
つ
ま

り
土
地
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の
、
「
気
」
の
占
め
て
い
た
位
置
を
、
新
た

に
土
地
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
水
を
、
万
物
の
本
源

で
あ
る
土
地
の
血
脈
で
あ
る
と
い
、
フ
。
こ
こ
で
い
、
フ
血
脈
と
は
、
土
地
を
人
体

に
な
ぞ
ら
え
た
と
き
の
、
血
液
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
源
で
あ
る
土
地
に

対
し
て
、
水
の
占
め
る
重
大
な
位
置
づ
け
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
の

で
あ
る
。
右
の
引
用
文
に
お
い
て
は
、
水
の
こ
の
よ
言
フ
な
大
き
な
役
わ
り
に
引

か
れ
で
も
す
る
か
の
よ
う
に
、
主
体
で
あ
る
は
ず
の
土
地
に
つ
い
て
の
言
及
は

忘
れ
ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
、
水
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
よ
富
フ
に
な
っ
て
い
く
。
具
体

的
に
い
え
ば
、
「
水
は
材
を
具
ふ
る
」
と
い
う
こ
と
の
説
明
に
重
点
が
推
移
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
、
「
水
は
材
を
具
ふ
る
」
と
い
、
う
こ
と
の
意
味
は
、
ど
の
よ
『
７

に
な
る
の
で
あ
る
、
フ
か
。
そ
れ
は
、
「
水
気
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
地
朽
ち
、
以
て

⑳

万
物
を
生
ず
る
能
は
ず
。
故
に
曰
く
、
水
は
衆
材
を
具
備
す
る
な
り
」
と
い
う

注
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
結
局
、
水
が
、
地
の
生
死
の
か
ぎ
を
に
ぎ
っ

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
の
大
き
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
、
７
と
し
て
、
右
の
引
用
の
文
に
お
い
て
は
、
水
が
万

物
に
入
り
こ
み
、
万
物
に
生
命
を
与
え
て
い
る
さ
ま
を
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
あ
げ
て

い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
叙
述
が
以
下
の
ご
と
く
な
っ
て
ゆ
く
の
も
、
ふ

し
ぎ
な
こ
と
で
は
な
い
。

四
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あ
る
、
フ
。
で
は
、
水
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
、
原
理
と
い
、
う
の
は
ど
の
よ
、
フ
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
、
フ
か
。

○
善
く
國
を
爲
（
を
さ
）
む
る
者
は
、
其
國
の
財
を
守
り
、
之
を
湯
（
う
ご

か
）
す
に
高
下
を
以
て
し
、
之
に
注
ぐ
に
徐
疾
を
以
て
せ
ば
、
一
以
て
百

と
な
る
べ
し
。
未
だ
嘗
て
民
に
籍
求
せ
ず
し
て
、
使
用
河
海
の
若
く
、
終

れ
ば
則
ち
始
る
あ
り
。
此
を
物
を
守
り
て
天
下
を
御
す
と
謂
ふ
、
と
。
（
善

爲
國
者
、
守
其
國
之
財
、
湯
之
以
高
下
、
注
之
以
徐
疾
、
一
可
以
爲
百
、

未
嘗
籍
求
於
民
、
而
使
用
若
河
海
、
終
則
有
始
、
此
謂
守
物
而
御
天
下
也

Ｉ
『
管
子
』
巻
二
十
四
輕
重
丁
第
八
十
三
）

「
物
」
を
守
っ
て
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
の
原
理
が
、
「
河
海
」
に
あ
る
、
終

始
と
い
、
う
こ
と
に
あ
る
と
、
こ
こ
で
は
い
、
フ
。
河
川
が
海
に
入
り
、
海
か
ら
水

蒸
気
と
な
っ
て
雲
雨
が
生
じ
、
そ
れ
が
河
川
に
注
ぐ
。
そ
れ
が
ま
た
海
に
入
る

⑪

と
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
終
始
反
復
の
相
が
あ
る
。
こ
の
終
始
反
復
と
い
、
う

こ
と
は
、
第
一
章
で
す
で
に
見
た
、
「
物
」
の
動
静
と
し
て
の
、
そ
の
根
源
に
あ

る
「
気
」
の
「
亟
り
て
は
反
る
」
と
い
う
運
動
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
、
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
「
河
海
」
、
つ
ま
り
水
の
そ
な
え
る
原
理
か

ら
、
物
の
世
界
を
見
る
と
い
う
見
方
が
、
『
管
子
』
の
書
の
な
か
に
は
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
物
」
の
世
界
の
こ
と
を
、
「
水
」

の
そ
な
え
る
性
質
に
よ
っ
て
理
解
し
、
規
定
し
よ
う
と
い
う
立
場
に
つ
ら
な
る

で
あ
る
、
フ
。
さ
き
の
引
用
文
に
あ
っ
た
、
「
聖
人
の
世
を
化
す
や
、
そ
の
解
は
水

に
あ
り
」
と
か
、
「
聖
人
の
世
を
治
む
る
や
、
…
：
．
そ
の
椹
は
水
に
あ
り
」
と
い

う
こ
と
ば
も
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
そ
の
意
味
が
、
さ
ら
に
明
白
と
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

“

「
物
」
の
世
界
の
こ
と
を
、
水
の
原
理
で
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

『
管
子
』
の
書
の
中
で
は
、
非
常
に
徹
底
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
実
の
、
人
間
の
感
覚
で
き
る
「
物
」
の
世
界
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
背
後

に
あ
る
と
さ
れ
る
「
気
」
の
世
界
に
ま
で
も
、
そ
れ
は
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
、

我
々
は
、
「
賊
気
」
あ
る
い
は
「
変
気
」
に
対
応
す
る
た
め
に
、
陰
陽
の
気
を
、

聖
人
が
「
殺
（
さ
い
）
」
す
る
こ
と
な
ど
を
し
て
、
自
由
に
制
御
す
る
場
面
の
あ
っ

⑫

た
こ
と
を
、
こ
こ
に
想
起
し
た
い
。
例
え
ば
、
そ
こ
に
は
、
「
水
の
変
気
」
に
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
水
の
変

気
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
に
精
を
以
て
し
、
之
を
受
く
る
に
予
を
以
て
す
」
と
の

べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
予
を
以
て
す
」
と
い
う
の
は
、
堤
防
な
ど
を
増
強
し

た
り
し
語
予
め
、
水
の
変
気
の
作
用
と
し
て
の
水
害
に
そ
な
え
、
そ
の
気
の

衰
え
を
待
つ
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
聖
人
の
、
い
わ
ゆ
る
「
治

気
」
の
活
動
に
は
、
現
実
の
世
界
、
物
の
次
元
に
お
け
る
、
治
水
の
イ
メ
ー
ジ

が
相
当
に
多
く
寓
せ
ら
れ
、
そ
こ
を
発
想
の
根
源
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

水
を
万
物
の
根
源
の
一
物
質
と
し
て
考
え
る
考
え
方
が
、
『
管
子
』
の
な
か
に

あ
る
と
い
、
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
。
お
わ
り
に
、
そ
の
こ
と
を
、
万

物
の
霊
長
と
さ
れ
る
人
間
に
お
い
て
み
て
お
き
た
い
・

○
人
は
水
な
り
。
男
女
精
氣
合
し
て
、
水
形
を
流
（
し
）
く
。
…
…
是
の
以

（
ゆ
え
）
に
水
は
…
…
凝
養
し
て
人
と
爲
り
て
、
九
籔
五
盧
出
づ
。
此
れ

乃
ち
其
精
な
り
。
精
塵
濁
秦
、
能
く
存
し
て
亡
ぶ
能
は
ざ
る
者
な
り
。
（
人

水
也
、
男
女
精
氣
合
、
而
水
流
形
、
：
．
…
是
以
水
…
…
凝
毒
而
爲
人
、
而

九
籔
五
盧
出
焉
、
此
乃
其
精
也
、
精
驫
濁
秦
、
能
存
而
不
能
亡
者
也
ｌ
『
管

⑬

子
』
巻
十
四
水
地
第
三
十
九
）

人
間
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
水
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と

四
五
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を
、
右
の
引
用
文
に
お
い
て
は
「
人
は
水
な
り
」
と
の
べ
、
つ
い
で
「
男
女
精

気
合
し
て
、
水
形
を
流
（
し
）
く
」
と
い
っ
て
い
る
。
尹
知
章
の
注
で
は
こ
こ

＠

を
「
陰
陽
交
感
し
、
流
布
し
て
形
を
成
す
」
、
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
尹

知
章
は
、
「
物
」
と
し
て
の
水
の
根
源
を
、
陰
陽
の
「
気
」
の
世
界
に
求
め
て
、

そ
こ
か
ら
発
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
引
用
の
文
章
は
、
物
の

本
源
を
気
の
世
界
に
求
め
て
い
な
い
。
万
物
の
根
源
を
水
で
あ
る
と
す
る
考
え

の
中
で
、
人
間
を
も
万
物
の
一
つ
と
し
て
、
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
引
用
の

本
文
で
、
「
男
女
の
精
気
云
々
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
気
」
の
字
を
欠
く
テ
キ

⑮

ス
ト
も
有
る
の
で
あ
る
。
「
水
」
を
万
物
の
根
源
の
一
物
質
と
考
え
る
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
こ
こ
に
「
気
」
の
字
を
欠
く
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
そ

の
方
が
、
よ
り
古
い
『
管
子
』
の
テ
キ
ス
ト
の
面
目
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
「
気
」
字
を
、
こ
こ
に
有
す
る
テ
キ
ス
ト
が
多
い

と
い
う
こ
と
に
も
、
そ
れ
な
り
の
注
目
が
は
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
「
気
」
の
世
界
と
、
「
水
」
の
世
界
と
は
、
『
管
子
』
の
書
に
お
い
て
は
、

⑳

必
ら
ず
し
も
次
元
を
異
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

が
『
管
子
』
の
害
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
聖
人
の
こ
と
と
し

て
言
及
さ
れ
る
治
気
の
行
為
の
発
想
に
、
そ
の
こ
と
が
色
こ
ぐ
反
映
し
て
い
る

よ
、
う
に
思
わ
れ
る
。
「
気
」
の
世
界
の
こ
と
が
、
「
水
」
の
世
界
の
こ
と
と
、
深

く
関
連
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
我
々
は
す
で
に
こ
の
章
で
見
て
き
て

い
る
。
右
の
引
用
文
で
い
う
「
男
女
の
精
気
云
々
」
に
お
い
て
、
「
気
」
字
の
有

無
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
は
大
き
な
違
い
を
持
た
な
い
と
ま
で
も
い
え

る
で
あ
る
、
７
。

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

現
実
の
「
物
」
の
世
界
と
、
形
而
上
の
「
気
」
の
世
界
は
、
一
般
の
人
間
に

と
っ
て
は
、
別
々
の
、
次
元
を
異
に
す
る
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
人
に
と
っ

て
は
そ
、
う
で
は
な
い
。
「
物
」
の
世
界
の
背
後
に
は
必
ら
ず
「
気
」
の
世
界
が
あ
っ

て
、
そ
の
「
気
」
の
世
界
の
円
運
動
が
、
「
物
」
の
世
界
の
動
静
を
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
聖
人
は
知
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
よ

『
フ
な
聖
人
は
、
「
物
」
の
世
界
の
混
乱
を
、
「
気
」
の
世
界
の
運
動
の
乱
れ
と
し

て
と
ら
え
、
そ
の
乱
れ
を
修
正
す
る
術
を
そ
な
え
た
人
物
と
し
て
『
管
子
』
の

な
か
で
は
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
管
子
』
の
書
で
は
万
物
の
根
元
を
求
め
て
、
そ
れ
を
土
地
で
あ
る
と

し
、
や
が
て
水
で
あ
る
と
す
る
考
え
に
、
そ
れ
が
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
の

べ
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
こ
れ
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
、
万
物
の

本
原
の
追
求
の
一
つ
の
成
果
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
万
物
の
本

原
の
追
求
ほ
、
一
般
的
に
は
有
形
の
も
の
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
無
形
の

と
こ
ろ
に
、
そ
れ
を
求
め
る
と
い
う
方
向
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
具
体
的
に
い

え
ば
、
有
形
の
も
の
の
背
後
に
陰
陽
二
気
を
考
え
、
そ
の
上
で
そ
の
二
気
を
統

く
る
一
気
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
り
、
ふ
つ
う
こ

れ
を
「
元
気
」
の
追
求
と
呼
ん
で
い
る
。
時
代
か
ら
い
え
ば
漢
代
で
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
「
元
気
」
の
追
求
と
い
う
段
階
か
ら
す
れ
ば
、
『
管
子
』
の
書

に
お
け
る
、
万
物
の
本
原
を
現
実
の
物
の
段
階
で
の
一
物
で
あ
る
水
に
求
め
る

⑰

立
場
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
は
持
た
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
、
フ
し
て
生
じ
た
「
水
」
へ
の
深
い
関
心
は
、
新
ら
し
い
時
代
思
潮

お
わ
り
に

四
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①
時
則
天
祥
地
宜
人
順
之
時
也
、
得
其
時
則
事
可
成
。
な
お
、
『
管
子
』
の
旧
注
に
つ
い
て
は
、

そ
の
作
者
に
関
し
て
房
玄
齢
と
尹
知
章
と
の
二
説
が
あ
る
。
例
え
ば
『
四
庫
全
書
』
で
は
「
薑

有
房
元
齢
註
、
晁
公
武
以
爲
尹
知
章
所
託
、
然
考
唐
書
藝
文
志
、
元
齢
註
管
子
不
著
録
、
而

所
載
有
尹
知
章
註
管
子
三
十
巻
、
則
知
章
本
未
託
名
、
殆
後
人
以
知
章
人
微
、
元
齢
名
重
、

改
題
之
以
舷
俗
耳
」
（
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
十
九
子
部
法
家
類
）
と
い
う
。
小
稿
で

も
尹
知
章
説
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。

②
動
静
失
宜
、
則
患
生
也
。

と
し
て
の
、
「
気
」
の
世
界
の
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
戦
国

時
代
は
陰
陽
五
行
思
想
の
さ
か
ん
に
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、
『
管
子
』
の
書
も
、

⑬

ほ
ぼ
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
多
く
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
見
て
き
た

よ
う
に
、
陰
陽
五
行
の
「
気
」
の
世
界
は
、
目
で
見
、
耳
で
聞
く
な
ど
の
感
覚

を
こ
え
た
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
思
想
の
流
行
は
、
形
あ
る
世
界
か

ら
形
の
無
い
世
界
へ
と
人
々
を
さ
そ
い
こ
む
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
み
で
精
神

世
界
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
出
来
ご
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
管
子
』
の

書
で
見
た
よ
う
に
、
聖
人
は
こ
の
気
の
世
界
を
感
覚
し
、
気
そ
の
も
の
の
動
き

を
操
作
す
る
こ
と
さ
え
す
る
。
そ
う
し
た
聖
人
の
、
い
わ
ゆ
る
治
気
の
行
為
に

は
、
治
水
の
実
施
か
ら
く
る
行
動
の
方
式
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
っ
た
。
『
管
子
』
の
書
の
な
か
で
は
、
元
気
を
追
求
し
て
、
「
水
」
を
得
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
「
元
気
」
と
し
て
の
「
水
」
の
原
理
で
、
陰
陽
五
行
の
気
の

世
界
を
も
、
統
一
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
、
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
陰

陽
五
行
の
気
の
流
行
に
よ
る
精
神
世
界
の
混
乱
と
不
安
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
る
程
度
ま
で
整
序
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

一
に
、
『
管
子
』
の
書
の
な
か
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
元
気
追
求
の
結

果
と
し
て
の
、
水
の
発
見
の
功
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
）

③
一
七
九
九
年
～
一
八
七
六
年
。
『
管
子
』
の
注
釈
に
『
管
子
纂
詰
』
二
十
四
巻
が
あ
る
。
な

お
『
管
子
纂
詰
』
は
版
本
の
ほ
か
、
今
、
富
山
房
の
漢
文
大
系
（
二
十
二
に
収
入
さ
れ
て

い
る
。

④
謂
五
行
之
時
也
、
其
時
之
氣
不
能
必
、
則
爲
沮
敗
也
Ｉ
尹
知
章
注
。

⑤
『
左
伝
』
昭
公
元
年
に
、
「
六
氣
日
陰
陽
風
雨
晦
明
也
。
分
爲
四
時
、
序
爲
五
節
」
と
い
う
。

な
お
杜
預
の
注
に
「
六
氣
之
化
、
分
而
序
之
、
則
成
四
時
、
得
五
行
之
節
」
と
あ
る
。

⑥
君
心
進
退
、
所
以
主
爲
制
令
Ｉ
尹
知
章
。

主
制
物
Ｉ
安
井
息
軒
。

⑦
圓
、
謂
君
道
。

⑧
注
⑦
。

⑨
『
管
子
』
侈
塵
第
二
十
五
。

⑩
沫
若
案
、
古
本
劉
本
朱
本
亦
有
「
生
者
以
其
氣
」
五
字
、
以
下
文
「
治
者
以
其
名
」
例
之
、

當
有
此
五
字
。
宋
楊
枕
本
無
。
Ｉ
『
管
子
集
校
』
上
Ｗ
頁
。

⑪
こ
こ
に
引
用
し
た
句
、
お
よ
び
本
文
の
、
こ
の
句
に
つ
づ
く
「
先
王
因
其
参
而
愼
所
入
所
出
」

の
句
に
つ
い
て
は
、
『
管
子
集
校
』
上
川
頁
～
伽
頁
参
照
。

⑫
沫
若
案
、
陰
陽
「
雨
」
也
、
相
合
而
化
生
、
所
生
物
即
爲
「
参
」
。
Ｉ
管
子
集
校
』
上
Ⅲ
頁
。

⑬
安
井
息
軒
『
管
子
墓
註
』
。

⑭
一
本
に
「
天
下
之
配
」
に
作
る
も
の
が
あ
る
。
『
管
子
集
校
』
で
は
、
黄
震
・
王
念
孫
・
尹

桐
陽
の
説
を
あ
げ
て
、
「
天
地
之
配
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
意
味
は
、
尹
桐
陽
に

よ
る
と
、
「
天
地
之
配
」
猶
上
云
「
天
地
之
匹
」
で
あ
る
と
す
る
。
（
『
管
子
集
校
』
上
塊
頁
）
。

⑮
時
方
開
通
而
有
奨
敗
則
祷
神
以
邇
道
之
Ｉ
尹
知
章
注
。

⑯
陽
氣
主
仁
、
故
行
恩
賞
以
助
之
也
Ｉ
尹
知
章
注
。

動
、
鼓
動
之
也
Ｉ
『
管
子
纂
詰
』
。

⑰
陰
氣
、
掌
収
藏
萬
物
Ｉ
『
管
子
纂
詰
』
。

⑬
陰
氣
主
殺
、
故
断
刑
致
罰
以
符
之
Ｉ
尹
知
章
注
。

符
者
、
輔
也
Ｉ
『
管
子
纂
詰
』
。

⑲
氣
反
時
、
則
爲
賊
害
也
Ｉ
尹
知
章
注
。

⑳
各
々
の
時
節
に
よ
り
、
行
う
べ
き
制
度
が
確
立
し
、
定
ま
っ
て
い
る
と
す
る
思
想
。
そ
こ
に

四
七
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は
、
帝
王
が
暦
法
・
陰
陽
五
行
の
気
の
動
き
な
ど
を
も
と
に
し
て
自
然
の
変
化
を
と
ら
え
、

そ
れ
に
人
事
を
随
従
さ
せ
る
と
い
う
基
本
的
な
性
格
が
あ
る
。

⑳
謂
地
見
災
愛
之
氣
、
應
其
所
出
之
盧
、
設
法
以
藤
之
Ｉ
尹
知
章
注
。

⑳
藤
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
巻
八
天
官
女
祝
に
「
掌
以
時
招
梗
檜
藤
之
事
、
以
除
疾
映
」

と
い
い
、
鄭
玄
の
注
に
「
郁
鍵
異
日
藤
、
藤
棲
也
」
と
い
う
。

⑳
水
見
災
鍵
之
氣
、
則
當
應
之
以
精
誠
、
其
祥
不
調
、
當
受
之
者
、
須
預
有
所
防
備
之
也
Ｉ
尹

知
章
注
。

⑳
天
見
災
鍵
之
氣
、
唯
守
正
以
應
之
也
Ｉ
尹
知
章
注
。

正
行
修
徳
、
天
鍵
自
消
Ｉ
『
管
子
纂
詰
』
。

⑳
氣
候
之
動
難
知
者
也
、
故
日
胡
得
而
治
動
Ｉ
尹
知
章
注
。

⑳
治
動
之
法
、
得
之
祖
氣
衰
瞳
之
時
、
就
五
氣
之
位
、
而
観
察
之
、
留
其
美
、
使
之
不
前
去
、

然
後
氣
和
候
調
、
物
有
光
輝
也
Ｉ
『
管
子
纂
註
』
。

⑳
邪
氣
猶
盛
者
、
盆
修
之
心
、
其
減
殺
之
、
以
待
其
氣
之
衰
也
Ｉ
『
管
子
纂
註
』
。

⑳
陰
陽
の
気
を
操
作
し
、
そ
の
乱
れ
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
は
、
『
管
子
』
の
書
の
ほ
と
ん
ど
の

部
分
の
成
立
よ
り
は
る
か
後
に
、
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
、
天
人
相
関
の
思
想
が
形
成
さ
れ
て

行
く
な
か
で
、
確
立
さ
れ
た
。
『
尚
書
』
周
官
篇
に
「
陰
陽
を
饗
理
す
（
隻
理
陰
陽
）
」
と
の

べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
周
官
篇
は
四
世
紀
初
め
、
東
晉
の
元
帝
の
と
き
梅
磧
が
奏

上
し
た
、
い
わ
ゆ
る
偽
古
文
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
偽
古
文
の
諸
篇
は
、
清
朝
に

入
っ
て
か
ら
、
そ
の
偽
作
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑳
物
之
精
、
陰
陽
二
氣
也
。
推
而
原
之
、
謂
之
道
、
凡
物
生
於
此
Ｉ
『
管
子
慕
詰
』
。

⑳
（
水
者
地
之
血
氣
、
其
流
通
地
中
、
如
筋
脈
之
流
通
人
之
禮
中
、
筋
脈
不
通
則
人
死
）
、
水

氣
不
通
則
地
朽
、
不
能
以
生
萬
物
、
故
日
、
水
具
備
衆
材
也
Ｉ
『
管
子
纂
詰
』
。

⑳
こ
の
「
使
用
若
河
海
」
に
つ
い
て
、
近
人
、
馬
非
百
（
元
材
）
は
そ
の
著
『
管
子
輕
重
篇
新

詮
』
（
中
華
書
局
一
九
七
二
年
刊
）
に
お
い
て
、
「
言
取
之
不
壼
、
用
之
不
蜴
」
（
柵
頁
〔
注

二
七
〕
）
と
、
そ
の
不
尽
性
を
い
い
、
「
終
則
有
始
」
に
つ
い
て
は
そ
の
同
著
書
に
お
い
て
、

「
故
善
爲
天
下
者
、
必
通
於
『
終
則
有
始
』
之
理
、
而
繼
續
施
行
其
輕
重
之
爽
」
（
珊
頁
〔
注

一
五
〕
）
と
い
い
、
そ
の
継
続
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
更
に
一
歩
を
ふ
み
こ
ん

で
、
小
稿
が
第
一
章
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
反
復
性
・
円
環
性
と
い
う
点
か
ら
も
考
え
て
み

聖
人
と
気
の
世
界
（
久
富
木
成
大
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る
べ
き
で
あ
る
、
フ
。

⑫
第
二
章
第
口
節
。

⑬
羅
根
澤
は
、
そ
の
論
文
「
管
子
探
源
」
（
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
刊
『
諸
子
考
索
』
所

収
）
に
お
い
て
、
「
水
地
第
三
十
九
ｌ
漢
初
書
家
作
」
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
べ

ら
れ
て
い
る
医
学
思
想
も
、
陰
陽
五
行
思
想
も
漢
初
ま
で
下
げ
る
必
然
性
は
な
い
。
ま
た
、

羅
氏
は
、
水
地
篇
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
諸
国
の
う
ち
、
越
に
関
し
て
は
、
他
に
列
挙
さ

れ
て
い
る
国
々
と
同
列
に
あ
つ
か
わ
れ
る
の
は
、
や
は
り
漢
初
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
越
は
春
秋
末
か
ら
相
当
に
有
力
に
な
っ
て
お
り
、
勾
践
（
Ⅸ
棚
～
肌
棚
）
の
時

に
は
列
国
に
伍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ま
た
、
こ
の
篇
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
、
水

を
万
物
の
根
源
と
す
る
思
想
な
ど
、
そ
の
篇
の
成
立
は
と
も
か
く
と
し
て
、
述
べ
ら
れ
て
い

る
事
自
体
は
、
か
な
り
古
い
時
代
の
こ
と
が
核
と
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

⑭
陰
陽
交
感
、
流
布
成
形
也
。

⑮
維
邇
案
、
御
寶
人
事
部
一
引
無
「
氣
」
字
Ｉ
『
管
子
集
校
』
下
柵
頁
。

⑳
例
え
ば
、
そ
の
こ
と
の
証
し
と
し
て
、
「
精
気
」
を
液
体
、
つ
ま
り
「
精
液
」
と
す
る
見
方

も
成
り
た
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
に
た
つ
も
の
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が

あ
る
。
「
男
女
精
氣
云
云
ト
ハ
、
男
女
ノ
精
液
合
構
シ
テ
、
人
禮
ヲ
ナ
ス
ヲ
云
う
」
Ｉ
漢
文

大
系
『
管
子
纂
詰
』
欄
外
注
。

⑰
這
種
以
有
固
定
形
体
的
物
質
爲
万
物
本
原
的
朴
素
唯
物
主
義
学
説
、
因
爲
与
中
国
哲
学
的

基
本
假
設
ｌ
只
有
無
形
的
東
西
才
能
充
当
万
物
的
本
原
Ｉ
相
矛
盾
、
所
以
井
未
有
発

展
。
不
過
、
宿
対
元
気
論
也
産
生
了
一
些
影
響
Ｉ
程
宜
山
『
中
国
古
代
元
気
学
説
』
刎
頁
。

一
九
八
六
年
、
湖
北
人
民
出
版
社
刊
。

⑳
羅
根
澤
は
、
「
管
子
探
源
」
に
お
い
て
、
陰
陽
家
お
よ
び
『
管
子
』
の
書
の
成
立
に
つ
い
て
、

以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
「
陰
陽
家
言
、
肇
戦
国
以
至
扇
秦
統
一
之
時
、
而
盛
於
西
漢

…
…
」
、
ま
た
「
都
管
子
八
十
六
篇
、
亡
者
十
篇
、
著
作
年
代
、
早
者
在
戦
国
、
晩
在
漢
初

文
景
武
昭
之
世
、
惟
幼
官
圖
似
在
漢
後
、
但
止
此
一
篇
耳
」
（
『
諸
子
考
索
』
棚
頁
）
、
と
。

四
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